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夏
を
迎
え
る
と
私
だ
ち
の
生
活
の
中
に
は
思
わ

ぬ
災
害
、
ガ
い
ろ
い
ろ
の
か
だ
ち
で
は
い
り
込
み
¥

平
和
な
臼
常
生
活
を
脅
や
か
し
ま
す
。
職
場
で
の

労
骨
災
害
・
受
通
事
故
・
水
難
事
故
・
火
災
等
¥

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
私
疋
ち
一
人
ひ
と
り
が
施

設
設
備
や
行
動
の
安
全
に
つ
い
て
反
省
し
¥
こ
れ

ら
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
仁
¥
安
全
を

確
保
す
る
習
横
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
国
で
も
七
月
一
臼
を
「
国
民
安
全

の
己
し
に
定
め
て
い
ま
す
。

平
和
な
明
る
い
田
づ
く
り
を
自
揺
す
当
町
で
も

常
に
昭
良
の
安
全
を
第
二
L
¥

種
々
対
応
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
¥
今
司
、
受
通
安
全
一
施
設
等
整
錆

事
業
と
し
て
役
場
庁
香
前
道
蕗
に
自
転
車
¥
歩
行

者
道
ガ
併
設
さ
れ
ま
し
だ
。
こ
れ
法
主
要
通
学
路

で
も
あ
り
¥
受
通
量
の
瀕
し
い
主
要
町
道
と
し
て

特
別
変
通
安
全
施
設
の
対
象
と
な
っ
だ
も
の
で
¥

延
長
五
三
二
¥
五
円
総
事
業
費
二
一
¥
一
二
田
五
万
円

で
市
員
一

m
の
自
・
歩
道
ガ
間
関
に
設
け
ら
れ
ま

し
だ
。
整
備
さ
れ
だ
道
躍
は
¥
今
ま
で
ム
キ
出
し

に
な
っ
て
い
だ
幹
鍛
排
水
溝
も
姿
を
消
し
¥
緑
の

花
壇
ガ
問
自
を
彩
ど
り
¥
生
ま
れ
か
わ
つ
だ
よ
う

に
美
し
/
¥
な
り
ま
し
だ
D

本
年
度
も
引
き
続
き
二
二
一

m
を
延
長
し
て
ま

田
下
海
岸
通
り
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
¥

霊
に
¥
年
次
的
に
遂
次
主
要
道
路
を
整
構
す
る
計

酉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
¥
歩
行
者
も
自
転
車
も
安
山
し
て

運
行
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



~ 

第103号(2)

巡
回
文
庫
か
ひ
ま
わ
り
号
。
の
誕
生

に
つ
い
て
は
、
前
号
(
広
報
お
お
あ
ら

い
)
の
一
面
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

去
る
6
月
4
日
、
こ
の
ぷ
一
回
開
始
式
が

役
場
正
面
玄
関
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
呂
、
き
れ
い
な
モ

i
ル
と
造
花
に

飾
ら
れ
た
H

ひ
ま
わ
り
号
u

を
前
に
竹

内
町
長
か
ら
、
文
庫
生
み
の
親
(
巡
回

文
庫
車
と
図
書
千
一
一
百
冊
を
町
に
寄
贈
)

新
町
の
小
沼
頭
之
助
側
さ
ん
に
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
読
書
の
必
要
性

を
説
か
れ
た
挨
拶
に
つ
づ
い
て
、
運
行

従
事
者
の
町
教
育
委
員
会
職
員
に
「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。
L

と
、
ス
ウ

イ
ッ
チ
の
キ
i
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
、
同
僚
女
子
職
員
か
ら
矯
ら
れ

た
花
束
を
絢
に
、
紅
潮
気
味
な
従
事
職

員
遼
を
乗
せ
た
文
庫
率
が
始
動
の
エ
ン

ジ
ン
を
か
け
る
と
、
竹
内
町
長
と
吉
川

教
育
委
員
長
の
テ

i
プ
カ
ッ
ト
が
行
な

わ
れ
、
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
歌
を
流
し

な
が
ら
M

ひ
ま
わ
り
号
。
は
元
気
よ
く

動
く
開
閉

議官

弘、らあおお昭和55年7汚1日

目
的
場
所
に
向
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
か
ひ
ま
わ
り
号
6

を
可

愛
が
っ
て
下
き
い
ね
。
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テープカットをする竹内町長と吉川委員長小沼酉之助さん

3341ランチイア活動

O
大
洗
建
設
工
業
金

大
洗
建
設
工
業
会
(
田
山
勝
造
会
長

会
員
H
名
)
で
は
今
年
の
奉
仕
事
業
と

し
て
町
立
保
育
所
の
補
修
作
業
を
行
な

う
こ
と
に
決
め
、
去
る
6
月
1
日
の
日

曜
日
に
全
員
を
2
斑
に
分
け
、
第
1
・

第
3
の
町
立
保
育
所
に
向
い
ま
し
た
。

現
場
で
は
各
保
育
室
備
付
け
の
ロ
ッ

カ
ー
の
扉
や
保
育
護
人
口
の
一
戸
な
ど
、

日
間
明
、
児
叢
た
ち
の
開
け
閉
め
の
多
い
、

い
た
み
の
激
し
い
ヶ
処
の
点
検
補
修
や

虫
く
い
ケ
処
の
修
理
、
サ
ッ
シ
窓
の
ゴ

ム
パ
ッ
キ
ン
グ
・
物
置
・
給
食
{
出
品
の
明

り
と
り
窓
の
破
損
、
更
に
は
屋
根
植
い

の
修
理
に
い
た
る
ま
で
一
日
中
汗
に
ま

み
れ
な
が
ら
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
1

O
い
ち
と
摘
み

神
山
地
区
の
大
野
弘
さ
ん
・
祝
町
地

症
の
小
野
崎
総
一
さ
ん
は
幼
児
教
育
に

役
立
て
ば
と
、
一
日
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を

解
放
し
ま
し
た
。

大
野
さ
ん
宅
に
は
5
月
初
日
、
第
2

保
宵
所
(
児
童
印
名
)
が
、
小
野
崎
さ

ん
宅
に
は
6
月
日
臼
に
第
1
保
育
所
(
児

童
別
名
)
が
そ
れ
ぞ
れ
招
ね
か
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
大
粒
の
真
紅
な
イ
チ

ゴ
に
び
っ
く
り
し
た
り
、
実
際
に
実
っ

て
い
る
イ
チ
ゴ
を
観
察
し
た
り
し
て
大

変
有
意
義
な
時
間
を
過
し
ま
し
た
。
保

育
所
に
帰
っ
て
か
ら
お
土
産
に
い
た
だ

い
た
イ
チ
ゴ
で
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
飲

ん
だ
り
、
イ
チ
ブ
摘
み
の
印
象
を
絵
で

表
現
し
て
み
せ
た
り
、
保
育
効
果
の
函

で
も
有
益
で
し
た
。

O
大
洗
高
校
生
の
海
岸
清
掃

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
今

年
も
み
ん
な
で
浜
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
県
立
大
洗
高
校
生
徒
会
(
会
長

内
山
利
彦
君
、
会
質
問
名
)
で
は
去
る

6
月
比
臼
午
前
9
時
加
分
か
ら
日
時
ま

で
、
磯
浜
・
大
賞
の
海
岸
清
掃
を
行
な

い
ま
し
た
。
生
徒
の
持
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋

が
ゴ
ミ
や
空
缶
な
ど
で
一
杯
に
な
る
に

つ
れ
て
、
海
岸
の
汚
れ
も
と
れ
一
段
と

き
れ
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
海
岸

は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
汚
さ
な
い
よ

う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

0
マ
ッ
サ
i
ジ
@
舗
の
無
料
器
仕

農
家
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
の
体
の

疲
れ
を
採
み
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。
と
、

田
植
え
も
終
っ
て
ホ
ッ
ト
一
息
き
入
れ

た
。
去
る
6
月
間
自
に
、
夏
海
・
農
業

会
館
で
印
オ
以
上
の
方
を
対
象
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
舗
の
無
料
奉
仕
が
行
な
わ
れ

喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
茨
城
県
「
パ
ラ
賞
」

を
受
賞
し
た
大
洗
町
盲
人
福
祉
協
会

(
神
永
子
之
介
会
長
・
会
員
加
名
)
が

町
を
二
地
一
区
に
分
け
て
毎
年
交
替
で
こ

の
ニ
十
年
間
続
け
て
き
た
「
一
日
マ
ッ

サ
ー
ジ
」
で
、
今
年
は
夏
海
地
区
で
行

な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
奉
仕
さ
れ
た
方

は
日
名
の
会
員
の
方
々
で
、
田
植
え
の

終
っ
た
農
閑
期
を
選
び
ま
し
た
が
、
丁

度
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
旅
行
も

終
っ
た
直
後
で
、
集
ま
っ
た
犯
人
の
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
も
二
重
一
の
疲
れ
を
十

分
に
癒
し
て
も
ら
い
、
大
変
よ
ろ
こ
ん

で
い
ま
し
た
。

ベ
ン
チ

ニ
十
基

大
洗
町
商
工
会
青
年
部

部
長
今
関
忠
之
殿

(
部
員
印
名
)

笈
の
海
水
浴
期
を
迎
、
ぇ
、
青
年

部
で
は
大
洗
都
市
公
園
内
無
料
休

憩
所
へ
ベ
ン
チ
を
寄
約
さ
れ
ま
し

た

{謀議春、

警察犬
松;先

111議野可日い
藩撃斡
替相

〔
町
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
〕

か
ぷ幾夫、十
鳴きFV

夏
海
街
か
ら
西
に
約
二
キ
ロ
行
く
と
、
掴
沼
が
見
え
る
海
抜
二
五
メ
ー
ト
ル

の
台
地
端
に
山
山
る
。
そ
こ
は
H

御
輝
度
。
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
か
つ

て
二
万
石
の
守
山
の
ち
の
松
川
と
改
め
た
藩
の
陣
屋
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

陣
屋
へ
の
入
口
は
、
宿
か
ら
北
松
川
に
い
た
る
坂
の
途
中
、
北
側
の
台
地
へ

登
る
所
に
あ
っ
た
。
枯
伴
屋
の
内
部
は
、
昭
和
一
二
年
発
行
の
『
夏
海
郷
土
読
本
』

に
よ
る
と
、
「
左
側
の
や
や
小
高
い
と
こ
ろ
に
お
金
蔵
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
の

小
高
い
丘
も
溺
さ
れ
」
「
そ
の
道
を
ず
っ
と
進
む
こ
と
百
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ

ろ
の
平
地
に
御
殿
が
あ
っ
た
。
今
は
耕
地
に
な
っ
て
い
て
何
も
残
っ
て
い
な
い
U

「
松
川
の
坂
を
下
り
な
い
で
夏
海
平
の
道
を
真
直
に
山
道
へ
入
っ
て
行
く
と
、

ま
り
し
て
ん
と
い
う
お
社
が
あ
る
。
品
目
は
、
こ
こ
に
裏
門
を
こ
し
ら
へ
て
置
い

た
。
こ
の
遂
を
進
む
と
稲
荷
神
社
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
百
メ
ー
ト
ル
程
行
く
と

制
御
殿
跡
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
の
途
中
か
ら
左
折
し
て
表
門
の
方
へ
ま
っ
す
ぐ
に
行

ひ~一え

く
と
稗
蔵
が
あ
っ
た
跡
に
山
山
る
。
」
「
台
地
の
北
端
に
人
家
を
離
れ
て
火
薬
療

が
あ
っ
た
。
つ
い
先
頭
ま
で
は
小
高
い
土
手
が
残
っ
て
い
た
が
、
干
拓
工
事
の

た
め
崩
さ
れ
て
影
も
形
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
と
あ
る
。

水
戸
藩
御
達
枝

徳
川
将
軍
の
一
族
で
あ
る
御
三
家
の
水
戸
藩
は
、
ニ
代
目
藩
主
光
簡
の
兄
を

四
国
高
松
の
、
弟
の
頼
一
沌
を
守
山
、
頼
隆
を
府
中
、
頼
雄
を
宍
戸
の
藩
主
と
し

分
家
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
家
の
藩
を
制
御
連
枝
と
い
い
、
徳
川
一
門
で

あ
っ
て
も
松
平
姓
に
さ
れ
た
。
家
紋
も
、
三
つ
葉
葵
の
使
用
は
認
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
ま
わ
り
の
鴎
の
線
は
円
で
は
な
く
八
角
に
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
区
別
が
あ
っ

た
ま
た
、
『
守
山
藩
定
自
』
の
第
一
条
に
、
(
公
儀
将
箪
家
)
な
ら
び
に
水
一
戸

御
家
の
法
令
を
守
る
こ
と
、
務
士
は
公
私
と
も
に
水
戸
の
名
の
下
に
身
分
姓
名

を
名
の
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
独
立
の
藩
の
体
制
は
な
か
な
か
維
持
で

き
な
か
っ
た
。

初
代
の
頼
元
は
、
寛
永
六
年
(
一
六
三

O
)
に
生
ま
れ
、
将
箪
家
光
よ
り
従

理静

松川陣屋は河川交通の要湖沼川につきだした台

地の先端の見通しのよい所に造られた。
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今
年
も
い
よ
い
よ
海
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
し
た
。
間
も
な
く
県
内
外
か
ら

も
観
光
客
が
ド
ッ
ト
お
し
寄
せ
て
き
ま

し
ょ
う
。
町
で
は
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
、
去
る
6
月
ロ
日
に
曲
松
公
民
館

で
町
内
各
関
係
者
(
叩
名
)
に
お
集
り

い
た
だ
い
て
夏
期
対
策
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
日
協
議
さ
れ
た
重
な
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

O
海
開
き

7
月
刊
日

O
遊
泳
禁
止
区
域
の
設
定
、
遊
泳
注
意

の
立
看
板
の
設
置

大
洗
海
の
こ
ど
も
の
国
j
大
洗
サ
ー

ブ
サ
イ
ド
下

努多大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
森
島
田

男
会
長
・
会
員
位
名
)
で
は
去
る
6
月

刊
日
、
ク
ラ
ブ
例
会
の
席
上
で
、
町
内

に
職
場
を
も
っ
職
業
奉
仕
者
に
対
し
て

表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
域
の
職
場
で
、
氷
年
に
一
亙
っ

て
一
意
尊
心
そ
の
職
に
励
ま
れ
、
他
の

範
と
な
ら
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
今
回
は
次
の
三
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

受

賞

者

藤

郎

秀

子

さ

ん

磯

浜

小

学

校

神
田
喜
久
子
さ
ん
常
銀
大
洗
支
庖

米

川

清

一

さ

ん

原

研

大

洗

第
一
回
優
良
民
宿
祭
が
、
去
る
6
月

日
日
よ
り
口
臼
迄
上
野
松
坂
屋
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
京
近
隣
の
観
光
地
の
優
良

民
宿
口
地
区
が
集
ま
り
、
海
や
山
の

P

R
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

当
町
か
ら
民
宿
組
合
(
飯
田
薫
組
合

一
長
、
組
合
員
間
名
)
が
参
加
し
て
、
磯

節
踊
り
を
披
露
し
た
り
ν
ワ
カ
メ
。
ニ
、

五
O
O袋
と
、
茨
城
県
経
済
連
の
協
力

で
「
お
い
し
い
茨
城
米
」

ρ

コ
シ
ヒ
カ

品
品
V
品ぷ
V
品必
V
φ
品V
晶品
V
φ
品V
φ
品V
晶品
V
③
品
V
品品
V
品
。
品
ふ
V
φ
品V
品
品
V
めぷ
V

旧
東
防
波
堤

i
新
港
湾
埋
立
地

大
震
専
売
公
社
寮
下
i
夏
海
海
岸
全

自
事
φ
市
山
中

O
海
水
浴
場
内
に
お
け
る
パ

l
ベ
キ
ユ

i
等
た
き
火
の
規
制

O
駐
車
場
に
つ
い
て

有
料
駐
車
場
(
期
間
一

7
月
四
日

i
8
月
口
日
・

7
駐
車
場
)

無
料
駐
車
場

(
3
駐
車
場
)

O
交
通
規
制

昨
年
同
様
に
実
施
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
紡
犯
・
海
岸
警
備
・
水

難
事
故
防
止
・
食
品
衛
生
・
環
境
衛
生

.
海
上
保
安
・
海
水
浴
客
の
輸
送
計
画

等
に
つ
い
て
磐
田
察
・
保
健
所
・
海
上
保

安
庁
・
茨
交
等
各
関
係
者
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

リ
。
(
一
一
合
入
)
七

O
O袋
を
観
客
に

手
渡
し
、
海
水
浴
に
お
越
し
下
さ
い
と

P
R
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

、もや}号本

作
成
す
る
た
め
、
去
る
6
月
日
目
、
ロ

自
の
両
日
大
洗
海
岸
で
写
真
撮
影
を
行

な
い
ま
し
た
。

モ
デ
ル
は
、
皆
様
お
な
じ
み
の
高
原

み
ゆ
き
さ
ん
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
誘
わ

れ
て
沢
山
の
お
客
様
が
大
洗
町
を
訪
づ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

明
る
い
商
広
街
で
楽
し
い
買
物
を
、
た
、
商
庖
街
駐
車
場
は
大
賞
郵
便
局
携

と
、
大
貫
商
庖
会
で
は
環
境
の
整
備
に
り
(
旧
大
賞
土
地
改
良
区
事
務
所
跡
)

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
整
備
に
、
面
積
六
七
坪
、
収
容
台
数
日
ム
口
の

事
業
と
し
て
商
底
街
に
街
路
灯
の
新
設
駐
車
場
を
蕗
活
会
が
町
か
ら
管
潔
を
委

と
駐
車
場
の
確
保
を
行
な
い
ま
し
た
。
託
さ
れ
異
物
客
等
の
利
便
に
供
す
る
こ

街
路
灯
は
旧
大
賞
電
停
前
か
ら
前
原
住
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
街
も

宅
前
に
至
る
四
回
の
大
賞
街
活
街
の
調
夜
に
は
見
違
え
る
様
に
開
明
る
く
な
り
、

側
に
、
総
工
費
六
百
三
十
万
円
(
前
助
夏
を
迎
え
て
防
犯
の
上
で
も
大
変
に
役

成
一
一
百
十
万
円
)
で
百
五
基
を
新
設
し
、
立
っ
と
地
域
の
人
々
か
ら
も
喜
ば
れ
て

去
る
5
月
3
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
ま
い
ま
す
。

大
洗
町
観
光
協
会
(
石
山
修
会
長
)

で
は
、
今
年
の
夏
季
観
光
ポ
ス
タ
ー
を

町長主も 麓し
式競"'il は y浴k つ
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四
位
下
侍
従
・
刊
部
大
融
制
。
大
学
頭
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
こ
の
家
は
、

代
々
大
学
頭
に
任
じ
ら
れ
た
た
め
、
松
平
大
学
頭
、
三
ぃ
、
え
ば
守
山
松
一
千
家
を
意

味
す
る
よ
、
つ
に
な
っ
た
。
屋
敷
は
江
戸
小
石
川
の
大
塚
に
拝
領
し
、
兄
光
岡
闘
よ

り
常
州
額
回
(
那
珂
町
内
)
ニ
万
石
を
分
け
ら
れ
、
水
一
戸
の
分
家
を
創
設
し
た
。

光
闘
が
他
界
し
た
元
禄
一
三
年
(
一
七

O
O
)
、
二
代
目
聴
取
が
将
箪
綱
吉

に
奥
州
と
常
陸
で
二
万
石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
、
守
山
落
と
し
て
正
式
な
大
名

待
遇
と
な
っ
た
。
以
後
一
七

0
年
間
、
そ
の
所
領
を
駒
監
・
腕
悲
・
腕
慨
・
腕

の

ぶ

よ

り

の

り

よ

り

ゆ

き

誠
・
頼
升
そ
し
て
頼
之
と
七
代
に
わ
た
っ
て
保
持
し
た
。

領
地
と
家
臣

領
地
は
二
万
七
四
六
五
石
で
、
そ
の
六
八
%
は
奥
州
国
村
郡
守
山
村
(
郡
山

市
内
)
を
中
心
に
二
六
ヵ
村
、
常
陸
で
は
茨
城
郡
内
一
一
一
一
%
で
八
ヵ
村
、
同
行

方
郡
に
一
一
一
%
で
一
八
ヵ
村
、
向
鹿
島
郡
に
七
%
で
十
五
ヵ
村
に
あ
っ
た
。
当

町
で
は
神
山
村
六
八
六
石
、
成
田
村
千
一
一
回
石
が
そ
の
領
内
で
あ
っ
た
。

家
臣
は
頼
元
の
と
き
四
八
人
、
核
貞
が
四
八
人
、
頼
寛
が
…
八
人
、
頼
亮
が

ニ
ニ
人
を
採
用
し
た
が
、
主
要
な
役
職
は
水
戸
藩
か
ら
の
出
向
で
あ
っ
た
。
機

構
は
、
大
き
く
は
年
寄
衆
部
室
と
御
用
部
室
か
ら
な
っ
て
い
た
。
前
者
は
、
水

戸
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
五

O
石
か
ら
一
一
一

O
O石
の
、
家
殺
と
御
用
達
で
、
初

期
に
は
中
野
・
近
藤
・
大
嶺
・
野
口
・
和
田
な
ど
の
名
が
あ
る
。
後
者
は
御
用

人
役
と
御
呂
付
役
か
ら
な
っ
て
い
る
。

松

川

県

落
、
王
は
、
水
戸
の
本
家
に
な
ら
っ
て
江
戸
滞
在
が
義
務
で
、
参
勤
交
代
は
な

か
っ
た
。
領
地
の
奥
州
守
山
村
と
常
州
成
田
村
松
川
に
は
、
年
貢
収
納
の
た
め

郡
奉
行
が
居
住
す
る
役
所
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
を
守
山
陣
屋
・
松
川
陣
屋
と
呼

ん
だ
。明
治
維
新
の
と
き
は
、
「
御
往
討
先
手
顧
い
」
を
出
し
て
「
会
津
追
討
令
」

を
受
け
、
{
呂
箪
の
シ
ル
シ
で
あ
る
菊
紋
の
旗
一
流
と
錦
の
一
層
印
二
ハ
一
枚
を
拝

領
し
、
軍
隊
を
編
成
し
て
郡
山
ま
で
出
兵
し
た
。

慶
応
阻
年
一
一
一
月
、
一
一
オ
で
八
代
包
を
相
続
し
た
水
戸
九
代
斉
昭
の
子
頼
之

が
、
守
山
藩
知
事
と
な
っ
て
奥
州
守
山
に
下
向
の
途
中
に
松
川
陣
屋
に
立
寄
っ

た
。
翌
年
、
守
山
に
は
収
納
役
人
の
住
居
だ
け
で
、
家
臣
が
下
向
し
て
も
居
住

の
場
所
が
な
い
と
、
松
川
で
の
居
住
願
い
を
官
に
提
出
し
て
時
一
則
さ
れ
た
。

明
治
三
年
三
一
月
二
四
日
藩
名
を
藩
知
事
が
居
住
す
る
地
名
を
と
っ
て
、
「
松

川
漆
」
と
改
称
し
た
。
翌
年
七
月
に
は
廃
藩
霞
田
町
で
松
川
県
と
な
り
、
一
一
一
ヵ
月

後
の
一
一
月
一
=
百
に
新
治
田
町
編
人
と
な
り
、
松
川
と
い
う
行
政
単
位
は
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
早
い
一
月
、
氾
務
、
支
の
東
京
移
住
が
命
じ
ら
れ
、
松
平
頼

之
も
上
京
し
、
子
爵
と
な
っ
た
。

松

川

会

嘩
慣
の
解
体
時
、
松
山
川
に
は
士
族
が
二
七
六
戸
、
足
軽
の
編
入
さ
れ
た
卒
族
は

一
九

O
一
戸
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
、
明
治
一
九
年
五
月
四
B
士
族
棺
互
扶
助
の
た

め
、
松
川
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
定
め
に
、
「
氾
松
川
藩
士
相
会
シ
テ
親
睦
ヲ

敦
ク
シ
、
将
来
相
救
ス
ハ
勿
論
若
シ
其
職
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
、
官
ニ
商
ニ

工
ニ
志
ス
所
槌
ヒ
、
会
員
中
協
力
シ
テ
之
ヲ
潟
施
尽
力
シ
、
各
自
其
所
ヲ
得
セ

シ
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
あ
っ
た
。

し
か
し
、
多
数
士
族
の
夏
海
で
の
生
活
は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
各
地
に

転
出
し
、
明
治
三
六
年
に
は
五
五
一
戸
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

政
府
よ
り
下
付
さ
れ
た
士
族
授
産
金
を
も
と
に
組
織
し
た
会
も
、
昭
和
二
年

六
月
に
は
一

O
七
人
い
た
が
、
同
六
年
二
月
一
五
日
に
期
限
満
期
と
な
っ
て
解

散
し
た
と
き
に
は
五
五
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
以
降
松
川
藩
の
関
係
者
は
、

ち
り
じ
り
と
な
り
相
互
の
逮
絡
も
な
く
な
り
、
陣
度
下
の
墓
地
だ
け
が
品
目
を
語

っ
て
い
る
。

大
洗
町
史
編
さ
ん
委
員

江

原

忠

昭
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必
嶋
市

こ
こ
の
と
こ
ろ
静
か
な
ブ

l
ム
を
呼

ん
で
い
る
ん
さ
っ
き
。
の
展
示
会
が
、

去
る
6
月
5
日
か
ら
9
日
ま
で
、
品
開
松

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨年は少年1，000人当たり
14.5人が補導されました

さっき展

開かれる

昭和55年ブ月 1日
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子
供
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
忠
一

う
の
は
、
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
裁
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
年
々
少
年
非
行
が
一

増

え

続

け

て

い

ま

す

。

一

昭
和
五
十
四
年
の
、
成
人
も
含
め
た
全
刑
法
犯
三
十
六
万
八
千
人
の
う
ち
、
一

そ
の
約
四
割
に
抽
相
当
す
る
十
四
万
三
一
千
人
が
、
十
四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
少

年
と
い
う
憂
う
べ
き
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
年
千
人
に
対
し
一

十
四
・
五
人
が
補
導
さ
れ
た
勘
定
に
な
り
、
戦
後
最
高
の
記
録
で
す
。

一
方
、
数
の
面
ば
か
り
で
な
く
内
容
に
お
い
て
も
、
ご
く
普
通
の
家
庭

の
少
年
に
よ
る
非
行
が
増
え
、
低
年
齢
化
に
一
一
層
拍
率
が
か
か
る
と
と
も

に
、
年
少
少
年
に
よ
る
殺
人
事
件
の
多
発
、
暴
走
族
少
年
に
よ
る
凶
悪
・

粗
暴
事
犯
の
増
加
の
ほ
か
、
中
学
・
高
校
生
に
よ
る
校
内
暴
力
事
犯
が
激

増
す
る
な
ど
、
新
た
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
気
持
ち
も
ゆ
る
み

が
ち
で
、
親
の
包
も
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
が
、
一
転

か
非
行
の
季
節
4

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

わ
が
子
の
非
行
に
直
面
し
た
と

、
き
、
ほ
と
ん
ど
の
親
は
「
う
ち
の

子
に
限
っ
て
:
:
:
」
と
、
絶
句
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

非
行
に
対
す
る
親
の
イ
メ
ー
ジ

と
現
実
と
の
ズ
レ
を
感
じ
ま
す
ね
。

か
つ
て
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
家
庭
の
代
名
詞
の
よ
う
に
い

わ
れ
た
少
年
非
行
で
す
が
、
こ
の

ご
ろ
で
は
む
し
ろ
何
不
自
由
な
い

恵
ま
れ
た
家
庭
で
、
し
か
も
甘
や

か
さ
れ
て
育
っ
た
子
供
が
、
非
行

に
傾
い
て
い
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て

こ
れ
は
町
内
在
住
の
同
好
者
の
集
り

で
あ
る
。
大
洗
町
さ
っ
き
伺
好
会
(
会

長
海
者
沢
好
一
さ
ん
会
長
話
名
)
が
恒

例
行
事
と
し
て
同
開
催
し
た
も
の
で
、
会

員
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
、
品
川
精
を
こ
め

て
愛
湾
管
理
し
た
、
色
と
り
ど
り
の
ご

自
慢
の
一
ー
さ
っ
き
」
出
品
鉢
数
町
点
で

美
し
さ
を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
次
の
方
々
が
入
賞
し
ま
し

た
ま
た
、
会
長
の
海
老
沢
好
一
さ
ん
は

だ
い
の
サ
ツ
キ
愛
好
家
で
、
毎
年
役
場

住
民
ホ

i
ル
に
色
あ
で
や
か
な
サ
ツ
キ

を
展
示
し
、
来
庁
者
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て

い
ま
す
。
今
年
も
ホ

i
ル
と
町
長
室
に

置
か
れ
た
サ
ツ
キ
が
豪
華
に
咲
き
誇
り

見
る
人
の
自
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

O
競
技
花
の
部
(
愛
の
月
)

町

長

賞

藤

沼

明

商
工
会
長
賞
古
川
勝
久

い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
は
、
殺
の
自
信

の
な
さ
、
子
供
に
対
す
る
無
関
心

や
放
任
、
さ
ら
に
は
乱
れ
た
家
庭

の
ふ
ん
鴎
気
も
、
子
供
を
非
行
に

追
い
や
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す。

ふ
だ
ん
の
積
み
重
ね
こ
そ
大
切
で

す。
子
供
は
、
家
庭
の
中
で
の
お
分

の
役
割
を
常
に
求
め
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
お
母
さ
ん
に
代
わ

っ
て
近
所
へ
お
使
い
に
行
く
と
か
、

来
客
が
あ
っ
た
と
き
は
お
茶
を
出

非
行
関
止
は

対
話
の
あ
る

家
庭
つ
く
り
か
ら

子
供
に
と
っ
て
家
庭
と
は
「
安

ら
ぎ
の
あ
る
楽
し
い
場
」
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
何
を
お

い
て
も
、
殺
と
子
の
対
話
が
必
要

で
す
。
と
い
っ
て
、
対
話
の
あ
る

望
ま
し
い
綾
子
関
係
は
こ
耕
一
タ

に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
大
輪
の
部

月
刊
さ
っ
き
翠
重
装
莞
(
光
華
)

関
甫
答
申
帯
月
会
議
事
長
賞
海
老
沢
好
一
(
鬼
怨
の
光
)

町
議
会
議
長
賞
関
根
和
国
力
(
月
光
)

東京都立大学
教授
たく ま たIT とし

詫摩武俊

し
て
簡
単
な
応
対
が
で
き
る
と
か

父
親
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
を

き
ち
ん
と
取
り
次
げ
る
:
:
・
な
ど
、

家
庭
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
で
、
子
供
は
自
信

と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
ず
つ
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

理
解
し
て
い
き
ま
す
。

町
観
光
協
会
授
賞
松
葉
定
案
愛
の
月
)

O
中
小
輸
の
部

町
さ
っ
き
向
好
会
長
賞
田
口
伺
商
売
(
日

町
教
育
長
賞
今
村
実
(
東

茨
城
沼
市
町
村
会
(
坂
本
常
蔵
会
長
)

で
は
去
る
6
月
日
日
、
地
方
自
治
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
「
民
間
自
治
功
労
者
」

の
方
々
に
対
し
て
表
彰
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
十
午
前
か
ら
は
田
山
勇
之
助
同
オ

さ
ん
(
大
震
町
六
回
i
三

さ
れ
ま
し
た
。

白
山
さ
ん
は
納
税
貯
蓄
組
合
長
田
年
、

町
内
会
長
部
年
の
外
、
町
議
会
議
員
と

し
て
6
期
目
年
の
永
き
に
一
旦
り
議
席
を

有
し
、
こ
の
間
、
副
議
長
1
期
、
議
長

2
期
を
歴
任
し
、
ま
た
対
外
的
に
は
都

町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
・
同
会
長
の

要
職
に
就
か
れ
地
方
自
治
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
衰

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 )

が
受
彰

と
こ
ろ
が
、
過
保
護

放
任
(
主
義
)
の
親
の
も

甘
や
か
し
と
無
関
心
が
あ
る
だ
け

で
、
家
庭
て
の
子
供
の
成
長
に
欠

か
せ
な
い
社
会
と
の
接
点

i
!大

入
へ
の
。
芽
。
が
つ
み
と
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

子
供
に
し
て
み
れ
ば
、
人
間
と

し
て
の
当
然
の
欲
求
が
断
た
れ
て

い
る
た
め
に
、
欲
求
不
満
の
状
態

に
焔
リ
、
不
平
不
満
の
ハ
ケ
口
を

外
に
求
め
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の

過
程
で
非
行
の
道
に
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

子
供
を
一
人
の
人
間
と
し
て
単

重
し
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
を
上

手
に
リ
ー
ド
し
て
あ
げ
な
が
ら
、

常
に
子
供
と
一
緒
に
歩
も
う
と
す

る
親
の
態
度
こ
そ
、
子
供
を
非
行

か
ら
守
る
よ
で
一
番
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

す仁守主ニ
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覚
せ
い
剤
を
智

駐
く
そ
う
/

最
近
、
党
せ
い
剤
の
乱
用
が
急
激
に

増
え
、
そ
の
乱
用
に
よ
る
{
杢
燥
の
破
た

ん
や
薬
の
作
用
に
よ
る
殺
人
な
ど
の
凶

悪
な
犯
罪
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま

す。
特
に
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
傾
向
は
成

人
ば
か
り
で
な
く
、
次
代
を
担
う
少
年

や
少
女
の
間
ま
で
広
が
り
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
薬
害

党
せ
い
剤
を
使
用
す
る
と
一
時
的
に

胸
酔
感
、
そ
う
快
感
、
疲
労
か
ら
の
解

放
と
い
っ
た
現
象
が
現
わ
れ
ま
す
が
、

薬
が
き
れ
る
と
疲
労
が
残
り
憂
う
つ
な

気
分
に
襲
わ
れ
ま
す
。

使
用
を
続
け
ま
す
と
現
実
に
は
存
在

し
な
い
芦
が
閤
聞
こ
え
る
幼
聴
、
壁
や
天

井
の
し
み
が
、
虫
か
小
動
物
に
見
え
る

と
い
う
幼
視
、
自
分
が
誰
か
に
殺
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
被
害
妄
想

な
ど
の
症
状
が
で
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
人
の
生
活

は
乱
れ
に
乱
れ
、
自
分
の
不
安
な
状
態

を
ご
ま
か
す
た
め
更
に
覚
せ
い
剤
を
求

め
、
多
額
の
購
入
費
を
稼
ぐ
た
め
犯
罪

を
行
い
、
ま
た
自
制
心
を
失
っ
て
各
種

の
犯
罪
を
犯
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
党
せ
い
剤
の
恐
し
さ
を

認
識
し
て
、
み
ん
な
で
覚
せ
い
剤
を
追

放
し
ま
し
ょ
、
7
0

な
お
、
覚
せ
い
剤
で
お
回
り
の
方
は

警
察
署
、
派
出
所
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

私
た
ち
の
基
本
的
人
権
が
浸
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
こ
れ
を
監
視

し
た
り
、
地
域
の
方
々
の
ご
相
談
に
応

じ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
ご

苦
労
の
多
い
も
の
で
す
。

関
口
登
一
側
さ
ん
(
神
山
町
一
二
八

一
一
一
)
は
凶
年
も
の
長
い
間
、
地
域
の
人

々
の
平
和
な
日
常
生
活
を
守
る
た
め
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
二
月
の
任
期
満
了
を

機
に
、
後
進
に
道
を
ゆ
ず
る
べ
く
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
永
年
の
田
口
さ
ん

の
ご
労
苦
に
対
し
、
こ
の
た
び
法
務
大

臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
去
る
5
月

訂
日
に
竹
内
町
長
か
ら
町
長
の
感
謝
状

と
あ
わ
せ
て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
、
後
進

の
方
々
の
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

盟j
@地震の波は100kmそだった16秒で伝わり¥これは新幹線の100倍もの速さで

ず。これに比べて津波はかなり濃く¥地震波の20分のオ以下です。

@津波の規模は¥地震の規模や起こりかたによって濃いますから¥津波予報

も津波警報と津波注意報に分けて発表されます。

@己本間近で起こる大地震による津波予報は¥地震発生後20分以内に発表さ

れ¥簡単な予報昭文で{去達されます。

@太平洋で発生しだ津波は¥太平洋津波センター(I丁 IC)と連係し¥津

波予報を発表します。

T 大地震があつだら 津波の用山

2.津波注意報でも 海水浴や磯釘りは危険

3.地震を感じなくても津波警報ガ発表されだら 危険区域の人はすぐ避難

4.津波はくりかえしくる 津波警報解除まで気をゆるめるな

5.情報は 気象庁発表による正しいものを テレビ・ラジオ・広報車などで

予波清一

津波に対する心得

|津波の起こりかた|

@津波は海底の太地震などにより海底ガ急減に隆起や沼降したときに起こ

( りますo

1υj I| 津波の速さ と高語首酔軒軒!守京F引;守念京さ志点r:ij;;:;;!;j;jj !!( jj:1;LUU;!iLU:iiU;ij;J川 : 

e津波(は芯波源 〈薄報緑り仰弘点桝毛叫持悦単周菌歯伝刊品j出去ιι朽久的{りり
ど速く¥深さ4.:000的中遇制崩/淵掛川正念
@沿岸での津波付高さはイ海底め地形や潜め;形iこ5よ

よりも¥輿の方ガ高くなりますo
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き
わ
や
か
に
朝
の
日
を
浴
ぴ
て
、
第

3
回
目
を
迎
え
た
大
洗
町
親
善
春
季
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
野
球
大
会
(
会
長
加
部
東

延
浩
さ
ん
)
が
、
今
年
も
4
月
日
5
か

ら
6
月
8
日
ま
で
の
期
間
、
毎
朝
役
場

下
の
海
岸
で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し

た

こ
の
大
会
は
町
内
の
同
好
会
町
内
会

職
場
な
ど
の
出
チ
i
ム
(
笠
録
人
員
削

名
)
が
参
加
し
、
親
睦
と
体
位
向
上
を

目
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
田
を

追
う
毎
に
盛
況
の
度
を
加
え
て
い
ま
す
。

試
合
は
東
・
西
2
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
け

各
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
チ
1

ム
が
リ

i
ブ
戦
方

ら議うおお

第 G由

(5)第103号

大
洗
町
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
谷
田
部
吉
蔵
団
長
)
も
第
六
回
を
迎

、
ぇ
、
去
る
6
月
日
日
役
場
下
海
岸
で
熱

戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
団
員
相
互
の
親
睦
と
体
力
の

向
上
を
図
り
、
以
っ
て
消
防
活
動
に
適

応
す
る
敏
し
よ
う
な
協
同
動
作
の
練
成

に
資
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で

す。

ー

l

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
l

l

式
で
総
当
り
と
な
り
毎
務
6
時
か
ら
7

時
ま
で
の
間
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
ん
川

ま
た
、
順
位
決
定
戦
は
両
ブ
ロ
ッ
ク

3
位
ま
で
の
チ
i
ム
の
関
で
競
わ
れ
る

も
の
で
、
今
回
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。な
お
、
優
勝
し
た
サ
ザ
ナ
ミ
チ

i
ム

は
県
郡
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
、
来

る
7
月
6
日
の
郡
大
会
や
8
月
お
白
水

一
戸
で
行
な
わ
れ
る
「
第
5
罰
お
と
っ
さ

ん
ソ
フ
ト
夏
期
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
御
健
斗
を
お
祈
り
し
ま
す
。

優

勝

サ

ザ

ナ

ミ

(

西

・

1
位
]

準
優
勝
ヤ
マ
ハ
チ
(
東
・

1
位
)

試
合
は
、
予
選
リ

i
グ

(
3
ブ
ロ
ッ

ク
、
そ
れ
ぞ
れ
3
チ
i
ム
)
と
決
勝
リ

ー
グ
を
行
な
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
、

完
全
試
合
な
ど
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

第

3
分
団

準

優

勝

第

9
分
団

三

位

第

1
分
団

B六五四コ

B f:iL f:iL f:it i立

寿

会

(

東

・

2
位
)

フ
ァ
イ
言
フ
ブ
(
西
・

2
位
)

滝
口
保
脊
箇
(
東
・

3
位
)

加
部
東
冷
凍
(
西
・

3
位
)

サ
ン
ラ
イ
ズ
(
西
・

8
8
)

塙
ガ
ラ
ス
(
東
・

B
B
)

大
洗
町
体
育
指
導
委
員

決
ま
る
/

大
洗
町
体
育
指
導
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
な
い
去
る
6
月
日
日
、
新
ら
た
に

下
記
の
九
名
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
本
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

留
る
た
め
、
住
民
に
対
し
ス
ポ
j
ツ
に

関
す
る
実
技
そ
の
他
の
指
導
、
助
言
を

行
な
う
も
の
で
す
。

任
期
は
二
年
で
す
が
委
員
各
位
の
こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

パソ卓聖子 I オ 陸剣 lレ柔水穏
ボレボフ シク

ノlレ i ノiレト球球 ヰJ 上道ンョ lエj 道 i永 開岡

米 場大 大)11 松業 原団 辺渡 波辺 飯島 佐藤 荻浦 委貝指E宥導E 

d此ォ 攻 渉 進ー 守 志高 専造 恭子 主宮皇L 啓氏名

大洗町 大町妻洗 ー町大洗 (霊務七街市戸冗水 一町大洗 前十大洗 町大洗 一町大洗 一九号戸市木見 (主

l 言六凶 i 町凶J j八五 γ 高八 -七組IS 八2-。5奪主m -1回 所

食
前

1
1賓
の
中
に
食
物
が
入
っ
て

い
な
い
と
き
、
く
す
り
が

3

b

つ
う
す
め
ら
れ
な
い
よ
う
な

く
す
り
の
正
し
い
才
私
ぷ
3

融
wω
寸
J
状
態
で
作
用
さ
せ
る
の
が

7
1ム
γ
ハ

1
M
a
c
-
fし
目
的
。

史

ト

卸

〈

〈

{

迫

九

(

食

前

一

時

間

l
一
二
十
分
)

rk~

食
後

1
1臨
時
の
中
に
食
物
が
入
っ
て

C
L

い
る
と
き
、
服
用
し
て
食

物
と
ま
ぜ
る
よ
う
に
す
る

鞠ソ
-
i
Z目
的
。
食
後
す
ぐ
の

伊
ぽ
Y
晶
J

「
ん
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。
(
食
後
三
十
分
以
内
)

食
間
H
i食
事
と
次
の
食
事
と
の
間

韓
シ
i
j
と
い
う
意
味

胡宮沼
}/υ
何

v円げ(食
後
お
お
む
ね
担
ニ
一
蒔
時
間
位
竺)
 

鉄
剤
以
外
の
く
す
り
は
、
牛
乳
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
と
一
緒
に
の
ん
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
が
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
で
は

の
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
サ
ル
フ
ァ
剤

風
邪
ぐ
す
り
な
ど
は
、
牛
乳
と
一
緒
に

の
む
と
、
胃
を
悪
く
す
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
サ

i
や
睡
眠
剤
を

の
む
と
き
は
、
絶
対
に
ア
ル
コ
ー
ル
性

しミ

方

O
使
用
方
法
・使
用
震
を
正
し
く

く
す
り
は
、
そ
の
年
令
の
標
準
的
な

体
重
に
合
わ
せ
て
き
め
ら
れ
ま
す
の
で

く
す
り
の
決
め
ら
れ
た
量
を
、
の
ん
で

も
す
ぐ
効
か
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す

ぐ
ま
た
の
む
こ
と
は
危
険
で
す
。
使
用

に
あ
た
っ
て
は
、
よ
く
用
法
、
用
量
、

使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
ん
で
服
用
す

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
く
す
り
の
効

果
を
正
し
く
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
定
め
ら
れ
た
服
用
時
間
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
時
間
を
必
ず
守
り
服
用
し
な

い
と
、
効
果
が
な
か
っ
た
り
、
副
作
用

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
す

り
の
服
用
時
間
に
つ
い
て
は
、
食
前
、

食
後
、
食
間
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
画
定
資
産
税

第
二
期
の
納
期

(
7

月
白
日
迄
)
で
す

納
税
い
ろ
は
か
る
た
①

。
い
ろ
い
ろ
と
知
っ
て
お
き
だ
い

税
の
道

③
労
働
の
汗
の
中
か
ら
税
を
生
み

⑫
田
か
ら
子
説
い
て
聞
か
せ
る

税
制
度

C
日
記
帳
に
納
税
予
定
白
書
き
入
れ
る

⑬
ほ
し
い
も
の
あ
っ
て
も
納
税

す
ん
で
か
ら

@
平
和
な
暮
し
は
納
税
か
ら

⑤
土
地
家
屋
持
っ
て
い
る
人
は

資
産
摂

@
地
域
の
輔
づ
く
り
納
税
組
合

こ
こ
に
掲
載
し
た
「
税
の
い
ろ
は
カ

ル
タ
」
は
神
奈
川
県
厚
木
市
が
市
民
に

呼
び
か
け
募
集
し
た
優
秀
作
品
で
、
6

田
じ
わ
け
で
連
続
掲
載
い
た
し
ま
す
。

〈火遊び〉は危険な遊びの代名詞

マッチ、ライターなど子供でも簡単に火のつく道具がまわり

にたくさんあります。なんでもおもちゃにしてしまう子供たち

は、火さえ遊び道呉にしてしまいます。火遊びは火災のもと、

危険です。

j嵩酷だよリ⑦

飲
料
で
は
、
の
ま
な
い
よ
う
に
し
て
下

犬、い。

O
く
す
り
の
併
用
は
避
け
ま
し
ょ
う

く
す
り
を
併
用
す
る
と
、
思
わ
ぬ
副

作
用
が
あ
り
ま
す
。
現
在
お
医
者
さ
ん

の
指
示
で
く
す
り
を
の
ん
で
い
る
と
き

は
、
ほ
か
の
く
す
り
を
使
用
す
る
と
、

正
確
な
診
断
、
治
療
を
そ
こ
な
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
医
者
さ
ん

の
了
解
を
得
な
い
で
ほ
か
の
く
す
り
を

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
妊
娠
中
は
ク
ス
リ
は
ひ
か
え
ま
し

ょ
う
。
の
む
時
に
は
必
ず
お
医
者
さ
ん

に
相
談
し
て
で
き
い
。

O
く
す
り
の
保
管
方
法

1
、
湿
気
、
光
、
高
滋
を
さ
げ
る

2
、
容
器
の
入
れ
か
え
は
し
な
い
こ
と
。

3
、
効
能
警
は
必
ず
、
薬
と
一
緒
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

4
、
古
く
な
っ
た
く
す
り
は
捨
て
る
0

5
、
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ

保
管
す
る
こ
と
。

火

に

の

放

た

め

花

火

ば

け

っ

た

が

花

そ

あ

ま

た

。

ち

ト

は

の

し

っ

災

た

ツ

火

ト

で

だ

火

供

ケ

花

l
ん

守

の

子

ロ

、

パ

こ

留

焼

¥

ノ

で

。

と

ア

ぴ

が

全

J

j

守

地

た

る

建

飛

人

は

一

の

一

路

い

け

階

へ

住

ト

一

そ

一

い

て

つ

2

窓

の

一

一

件

一

狭

し

を

造

た

屋

パ

一

事

一

を

火

木

し

部

ア

!
凶

匪動
車耳 9時、高殺が勤めの関係でまだ寝

ていたすきに、 7オと 6オの男の子た

ちは、憐の部屋のこたつで、ガスライ

ターをいたずらして遊んでいた。その

うち火がこたつ布団に移り、ふすまか

ら天井へ。 6オの子は焼死。肉親と 7

オの子もやけどを負った。

安〈火遊び〉年令は 6~ 9才。この主手頃の子供
には注意がかんじん。「ウチの子は平気Jな

んて言わずに。
す狭い路地での危険な花火はやめる

。
岬
体
験
料
の
免
除
串
請
は

す
み
ま
し
た
か

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
と
し
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
又
は

母
子
世
帯
な
ど
に
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
が

苦
し
か
っ
た
り
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
納
め

ら
れ
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
民
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
濁
難
な
人
(
任

意
加
入
者
は
除
か
れ
ま
す
)
の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
「
申
請
免

除
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
申
請
免
除
」
を
、
つ
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
、
年
金
に
加
入
し
て
い
る

本
人
が
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
を
し
た
と
き
か
ら
そ
の
年
度
末
(
三
月
)
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
免
除
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
保
険
料
を
納
め
た
と
き
の
三
分
の
一

と
な
り
ま
す
が
、
過
去
一

O
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
「
造
納
制
度
」

も
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
に
余
絡
が
で
き
た
と
き
は
返
納
し
て
、
満
額
の
年
金

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
四
月
分
か
ら
免
除
を
う
け
る
に
は
、
七
月
末
B
ま
で
に
申
請
の
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料
の
納
付
が
菌
難
な
方
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
役
場
年
金
係
ま
で
ご
桔
談
く
だ
さ
い
。

O
国
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
が

5
田
月
拐
自
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

美
し
い
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
歴
史
の
里
)
常
陸
太
m
田
市
に
県
内
の
罷
民
年
金

加
入
者
や
受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
で
、
待
望
久
し
か
っ
た
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
「
と
き
わ
路
」
が
モ
ダ
ン
な
ル
ン
ガ
造
り
で
堂
々
五
月
一
一
一

O
臼
オ

i

ブ
ン
ー
し
寺
ナ
し
た
。

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
i
は
、
関
民
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん
の
縫
緩
と
保
養
に
役
立
て
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
施
設
で
全
国
に
二
五
ヶ
所
設
寵
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
と
き
わ
路
」
自
慢
の
一
つ
に
太
陽
熱
を
利
用
し
た
展
望
風
呂
が
あ
り
ま
す

が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
浴
室
か
ら
は
、
途
下
太
平
洋
が
望
め
こ
の
広
大
な
る
眺

望
は
ま
た
格
別
で
す
。

O

ご
利
用
料
金
宿
泊
(
一
泊
二
食
付
)

国

民

年

金

加

入

者

及

び

受

給

者

三

八

O
O円

そ

の

他

四

…

一

O
O円

。
ぉ
申
込

由
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
と
き
わ
路
」
直
接

千
三
二
二
常
陸
太
田
市
増
井
町
一
七
九
七
番
地

T
E
L
O
二
九
四
七
l
一
一
!
四
一
四
一
(
代
)

O
交
通
国
鉄
常
陸
太
田
駅
|
↓
大
子
・
天
下
野
行
の
パ
ス
(
茨
城
交
通
)

半
月
橋
下
車
徒
歩
一

O
分
人
数
に
よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
送
迎
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県
立
こ
ど
も
の
家
で
は
、

7
月
1
臼

か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
会
な
ど
児
童
を
中
心
と
し
た
グ

ル
ー
プ
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
大
洗
海
水
浴
場
近

く
の
松
林
に
固
ま
れ
た
良
好
な
環
境
に

あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
テ
ン
ト
、

寝
具
、
炊
事
道
具
な
ど
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

物
取

保
安
講

mw
お
知
ら
せ

こ
の
保
安
に
関
す
る
講
習
は
、
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
に
お
い
て
、

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
甲
種
、
乙
種
又
は
丙
種
危
険
物
取
扱
者

が
、
一
定
期
間
(
五
年
以
内
)
ご
と
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

な
お
、
講
習
対
象
者
が
、
そ
の
期
限
内
に
こ
の
講
習
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
免
状
の
返
納
命
令
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
留
意
し
て
下
さ
い
。

受
講
申
請
仮
受
付
場
所

仮
受
付
期
間

11 

日・
2
・
u
i口日

O
議
務
時
間
は
叩
時
か
ら
同
時
ま
で

※
講
習
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
茨
城
県
総
務
部
消
防
防
災
課

(
電
話

O
二
九
一
一
一

l
八
一
一
一
内
線
五
六
八
)
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

t"' 

察

官

ら

来
年
四
月
採
用
の
県
警
即
時
三
呂
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

V
採
用
予
定
人
員

1
男
子
警
察
官
A

約
四
O
名

V
受
験
資
格

1
昭
和
お
年

4
月
2
白
か
ら
昭
和
弘
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
の
学
部
を
卒
業
又
は
卒
業

見
込
み
の
人
。

V
受
付
期
間
H
H
7
月

1
臼
か
ら
お
ヨ
ま
で

V
試
験
H
H
第
一

次
試
験
は
8
月
5
日
(
火
)
。
水
戸
市

・
土
浦
市
・
下
館
市
で
マ
受
験
手
続

おお

「
県
立
国
旬
、
ど
も
の

ー
受
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
県
人

事
委
員
会
事
務
局
・
県
警
察
本
部

警
務
課
(
水
戸
市
三
の
丸
一

i
五

|

三
八
)
と
最
寄
り
の
警
察
署
に
あ
り

ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
、
県
人
事
委
員
会

事
務
局
(
電
話

O
二
九
二
!
こ
一
ιet--

八
一
一
一
内
線
九
五
七
)
・
県
警
察

本
部
警
務
課
(
電
話
O
二
九
二
二

田
i
一
一
一
内
線
二
二
二
一
六
)
へ
。

」
に

ヰ
ャ
ン
ブ
場
者
開
設
し
ま
す

昭和55年γ月1El 

V
利
用
期
間
1
7月
1
8
か
ら

8
月

白
日
ま
で

V
利
回
出
可
能
人
員

1
五

O
名

V
利
用
料
金

l
小
・
中
学
生

二
五
円
・
高
校
生
六

O
円
・
そ
の
他

一二

O
円

V
申
込
み
先
日
H
県
立
こ

ど
も
の
家
(
一
γ
三
一
一

l
一
一
ニ
・
東

茨
城
郡
大
洗
前
後
釜
八
二
四
九

i
四

電
話

O
二
九
二
六

l
七
|
一
二
六
一

六
)
へ
。

今
月

程盟脇省

レ

県
政
と
お
茶
の
間
を
結
ぶ
県
広
報

テ
レ
ビ
番
組
「
お
は
よ
う
茨
城
」
は
、

毎
週
日
曜
日
朝
六
時
五
十
五
分
か
ら

七
時
ま
で
、

8
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
フ
ジ

テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

〔

A
員
の
放
映
予
定
〕

七
月
六
日
・
一
二
三
、
四

O
O本
を

め
ざ
し
て
|
走
る
採
血
率

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
や
移
動

採
血
車
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、

県
民
の
い
の
ち
を
守
る
献
血
事
業
に

つ
い
て
考
え
る
。

七
月
十
三
日
・
ヤ
ン
グ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
場
に
躍
る

交
通
事

文
明
の
利
器
自
動

車
の
増
加
は
、
事
故

の
増
加
に
関
連
が
あ

り
ま
す
。

「
ア
ッ
」
と
い
う
間

の
一
一
瞬
の
出
来
事
、

こ
れ
が
恐
ろ
し
い
交

通
事
故
で
す
。

当
事
者
は
勿
論
、
家
族
も
地
獄

の
苦
し
み
に
ま
さ
ぞ
い
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、

料

こ
の
と
き
か
ら
非
劇

の
運
命
の
歯
車
の
回
転
が
始
ま
り

ま
す
。運
命
に
泣
く
人
の
た
め
に
、
専

か
来
た
時
よ
り
も
美
し
く
:
・
4

を

合
い
こ
と
ば
に
恩
美
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
若
者
た

ち
の
ふ
れ
あ
い
と
毘
美
の
夏
を
紹
介

七
月
二
十
日
・
夏
だ
よ
り
ブ
!
ル

と
大i海
洗~O)
海:~ス
7j(~ケ
浴{ツ
場jチ

下
妻
市
σ〉
砂
沼

サ
ン
ビ

l
チ
な
ど
支
の
涼
を
求
め
る

県
民
の
憩
い
の
場
を
紹
介
。

七
月
二
十
七
日
・
明
日
の
茨
城
|
知

事
は
語
る

「
新
し
い
県
計
画
」
を
中
心
に
、

こ
れ
か
ら
の
茨
城
の
す
が
た
や
県
政

運
営
の
方
向
な
ど
を
語
る
。

で
薪
髄
み
的
方
へ

門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
交

通
事
故
の
無
料
相
談

平

日午
前
九
時
半
l
午
後
四
時
半

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

弁
護
士
相
談

B

毎
週
水
曜
日

午
後
一
時

1
午
後
四
時

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
日
本
損
筈
保
険
協
会

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
棺
談
セ

ン
タ
ー
水
戸
市
南
町
三

l
四

五
七
水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ

ル
四
階
水
戸
調
査
事
務
所
内

蔵
通

O
ニ
九
一
一
六
一
六
九
ニ

代
表

O
二
九
一
一
干
一

郵
便
物
を
差
し
出
す
と
き
、
郵

便
番
号
を
は
っ
き
り
書
い
て
い
ま

す
か
。せ
っ
か
く
書
い
た
郵
便
番
号
が
小

き
す
ぎ
た
り
、
つ
づ
け
た
文
字
だ
っ

た
り
、
太
す
ぎ
た
り
す
る
と
、
機
械

が
読
み
と
れ
な
い
の
は
も
と
よ
り
、

郵
館
番
号
記
載
強
調
月
間

区
分
け
を
す
る
人
も
間
違
え
て
し
ま
、
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
郵
便
物
を
、
速

く
、
正
緩
に
呂
的
地
に
骨
寝
か
せ
る
た
め

に
も
、
郵
便
養
号
は
赤
い
ワ
ク
の
中
に

黒
か
脊
で
一
{
で
す
っ
、
は
っ
き
り
お
書

き
く
だ
さ
い
。

回目圏一口口

回目白白自由

回回回一回目

白白日-巴白

田回目叩回目

白田図司口口

つづけた字

はみ出た字

かすれた字

小さい字

つぶれた字

まぎらわしい字

園軍[2]-口口
@郵便局からお願いしている容体例

園田国間四盟国間国国

太すぎる字

読
書
感
想
文
者
募
集
し
て
い
ま
す

読
書
退
問
(
叩
月
幻
日
i
日
月
9

日
)
に
ち
な
ん
で
、
感
想
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

V
募
集
作
品
目
日
本
を
読
ん
で
の
感

想
。
一
人
一
編
ニ

0
0
0字
以
内

V
応
募
資
格
・
方
法

i
県
内
居
住
の

一
般
成
人
で
、
応
募
用
紙
は
問
。
。

字
詰
原
稿
用
紙
を
用
い
、
作
品
の
末

あ
怠
だ
の
世
帯
で 尾

に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
を
明
記
の
こ
と

V
締
切

り
・
提
出
先
1
9月
初
日
ま
で
(
当
臼

消
印
有
効
)
・
茨
城
県
立
図
書
館
(
一
γ

一一二

0
・
水
戸
市
三
の
丸
一
ー
ー
五
|
一
二

八)。詳
し
い
こ
と
は
、
開
国
書
館
(
電
話

。
二
九
一
二
!
五
五
六
九
)
へ
。

O
出
生
・
死
亡
(
死
亡
(
は
七
臼
以
内
)

O
転
入
・
転
出
・
住
所
の
移
動

O
社
会
保
険
に
加
入
、
脱
退
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

十
四
日
以
内
巴
窟
出
を
お
芯
れ
怠
く
F

与与与弘h 込与込h h h え三三日三日月~I 
機 母 機 破百 手L

ご縫iロ事ニ ? てンらZ 
機 母 日 磁石 成 機 日 手L 機

事
吉主 古E 1風毎咳日 官主 傷風咳日 人 能 音色
子

歳
児 子 本 病ク

歳
本 児回 関

=寵合コ=アフ百ン

間
一コ一 フン

国 [jj] 

復 復
!見

f重 f夏
児

復
業

キ目 健

破{E毎iii 

本目 E品 目尚 健
百11 部! 宇目 司11 干I合昆重ア干り 言11 相 言11

ソ 名
練 談 練 言長 診 事廉 言主 炎 ク 京集 言虫 炎 主ロ主タタト 練

者する害者障
妊
す者る答者握手
i祷 生 主主生 12~ 

者するi苦者寄手
!妊 生 生 成

す者る害者際
』祷 主主 E主主主 する障答

事請 2 後 後後
月カ1込需申IJ 

矯 f去 後 人 2 f査 後後
及 帯主 24 7 2 及 3 24 病患 歳 3 7 2 者者 対
でぴ での カ カカ て巴 ぴ 歳 カ で 。〕 歳 カカ で

能機
産 誕 月 月月 18~ 

機能 産後
月 者

機能
誕 月月

機能
後 生 I I カ 6 及 生 6 I I 
回の 日 48 8 3 月二 屈の 歳 48 び 復回

日 歳 8 3 

復員回111 
象

復練訓
母 カ カカ の期

復書11 
母 未 カ 未 力カ

f生 逮 月 月月 者( '1生 j筒 月 骨量 司11 達 i筒 月月

線を し
来 <7) 

) 

練 <7) 未 13ミ 練 し 。〉 σ〕
練を

を た J筒 者 刻 を 者 i祷 民 をた 者 者 者必 必、 者 <7) 
実施
必 σ3 必 者 必

要 要 者 要 者 喜害 考甚
と と 後 と と と

9 9 9 9 l 1 1 9 9 1 l 1 9 9 1 l 1 
"t 3時 3時 3時 3時 2時 2時 2時 3持 3時 2時 2時 2時 3 ~寺 3持 2時 2時 3時

待30時30時30時30時15時15持30時30時30持15持15時15時30時30時15Z寺15時00 f待問寸
00分 00分 00分 00分 15分 15分 15分 30分 00分 15分 15分 15分 00分 00分 15分 15分 00分
:5] 、、 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

脳
卒
中
機
能
糠
譲
朝
練
に
つ
い
て

成
人
病
は
年
々
増
加
、
予
防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
迄
一
環
し
た
対
策
が
社
命
的
に

開
題
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

殊
に
機
能
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
機
能
訓
練
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

脳
卒
中
又
は
り
ウ
マ
チ
の
人
が
病
誌
も
退
院
さ
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
家
に

ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
寝
た
り
起
き
た
り
だ
け
と
い
う
人
が
多
い
様
に
思

わ
仕
ま
す
。
又
訓
練
の
必
要
性
が
わ
か
っ
て
も
家
庭
内
で
笑
際
に
訓
練
す
る
段

階
で
、
ど
の
よ
う
に
訓
練
し
た
ら
よ
い
か
困
っ
て
し
ま
う
事
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
様
な
現
実
に
積
回
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
臼
年
よ
り
機
能
快
復
訓

練
を
所
内
の
機
能
訓
練
室
に
機
械
を
整
備
い
た
し
、
済
生
病
院
よ
り
訓
練
士
の

派
遣
を
い
た
だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
日
数
人
の
障
害
者
が
お
互
に
励
ま
し
合
っ
て
、
自
分
の
事
は
自
分
で
出

来
る
よ
う
に
「
自
立
し
た
人
間
」
に
な
る
よ
う
努
力
し
訓
練
に
は
げ
ん
で
お
り
ま
す
。

障
害
者
を
も
っ
た
ご
家
族
の
方
の
御
労
苦
も
大
変
と
思
い
ま
す
が
、
仕
方
が

な
い
な
ど
の
あ
き
ら
め
ム
!
ド
に
な
ら
ず
、
訓
練
に
よ
り
お
い
お
い
手
も
省
け

て
き
ま
す
の
で
窃
ま
ら
な
い
早
期
の
訓
練
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
訓
練
室
を
御
利

用
下
さ
い
。
尚
一
応
申
込
を
受
け
ま
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

訓
練
日
毎
週
火
躍
日
午
前
九
時
半
よ
一
一
時
迄

申
込
先
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
一
電
話
六

i
一
O
一
O
)
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